
 

2021 年度 作業部会 活動報告 

 

すまいんど部会 活動報告 

テーマ： 

＊事業所の自主製品の質の向上をはかり、販路を広げる。 

＊商品販売の機会を通じてネットワークを強め、地域とのつながりを作る。 

＊『すまるしぇ』『すましあ』『冬のギフト』の 3 本柱に加え、地域へのイベントへの 

出店などに取り組む。 

日時 場所 参加人数 内容 

7 月 26 日（月） 

16:00～17:30 
須磨区役所 22 名 

定例会 

・今年度のねらいの確認 

・『すまるしぇ』『すましあ』『冬のギフト』の活

動内容の確認 

9 月 28 日（火） 

16:30～18:00 
須磨区役所 21 名 

定例会 

・各実行チーム会議の報告 

1 月 18 日（火） 

16:30～18:00 
オンライン 20 名 

定例会 

・各実行チームからの報告 

3 月 9 日（水） 

16:30～18:00 
オンライン 18 名 

定例会 

・各実行チームからの報告 

・来年度のねらいと主な活動内容の確認 

※例年、合同テントにて自主製品の販売をさせてもらっていたイベント『さくらまつり（4 月）』『おいでや 

すカーニバル（9月）』は新型コロナ感染拡大防止のため、2020 年度から中止となっている。 

 

○すまるしぇ 活動報告 

日時 場所 参加人数 内容 

4 月 13 日（火） 

16:30～18:00 
須磨区役所 7 名 

すまるしぇ実行チーム会議 

・3月すまるしぇの振り返り 

・4月のすまるしぇ開催に向けた検討 

・コープでの販売について検討 

5 月 10 日（月） 

16:30～18:00 
須磨区役所 － 

すまるしぇ実行チーム会議 

※緊急事態宣言発令中により中止 



7 月 1 日（木） 

16:30～18:00 
須磨区役所 9 名 

すまるしぇ実行チーム打ち合わせ 

・夏季の暑さ対策について検討 

・7月すまるしぇの振り返り 

・コープでの販売について検討 

 
  

8 月 10 日（火） 

16:30～18:00 
須磨区役所 8 名 

すまるしぇ実行チーム会議 

・コープでの販売について検討 

・区役所でのすままるしぇ開催について検討 

9 月 7 日（火） 

16:30～18:00 
オンライン 10 名 

すまるしぇ実行チーム会議 

・コープでの販売について検討 

11 月 10 日（水） 

16:30～18:00 
オンライン 7 名 

すまるしぇ実行チーム打ち合わせ 

・冬季のすまるしぇ中止について決定 

・すまぼうバースディイベントについて検討 

・コープでの販売について検討 

12 月 21 日（火） 

～28 日（火） 

08:45～17:30 

須磨区役所玄関 

すまぼうオブジェ前 
多数 

すまぼうお誕生日（12.24）イベント（メッセー

ジ掲示） 



12 月 22 日（水） 

16:30～18:00 
オンライン   − 

すまるしぇ実行チーム打ち合わせ 

・横尾以外のコープ×すまるしぇについて検討 

2 月 2 日（水） 記者資料提供 − 

生活協同組合コープこうべと須磨区自立支援協

議会の連携による「CO･OP×Sumarché（コープ×

すまるしぇ）」の定期開催について 

2 月 7 日（月） 

16:30～18:00
オンライン 6名

すまるしぇ実行チーム打ち合わせ 

・来年度の取り組みについて

2 月 8 日（火） 

16:30～17:15
須磨区役所

6名 

うちコープ 

担当者 3名

コープとの打ち合わせ 

・自己紹介 

・本格実施にあたっての確認事項の共有

3 月 1 日（火） 

16:30～18:00
オンライン 9名

すまるるしぇ実行チーム打ち合わせ 

・コープ×すまるしぇについての確認 

・区役所でのすまるしぇについて検討 

・今年度の振り返り

 
  

 

 

 

【成果】 

・今年度はコロナ禍で動きにくい状況の中、コープでの販売が開始できたことが大きな成果。 

・「コープ×すまるしぇ」は新たな展開であったため、須磨区保健福祉課から記者資料提供をした。今回は

新聞記事に取り上げてもらえなかったが、より多くの方に知っていただく機会を持てた。 

 

 



【課題】 

・より多くの方に「すまるしぇ」を知っていただくため、広報の方法については検討していきたい。 

・ギャラリースペースは当面使用できないため、今後も屋外で開催となる。 

・コロナ禍での開催であることから、職員だけで参加する事業所が多い。 

 

【2022 年度に向けて】 

・コープ×すまるしぇを開始したことで色々な課題が出ると思う。その解決に向けて取り組んでいきたい。 

・販売と地域交流、両方の側面からすまるしぇ運営を考えていく。 

 

【2021 年度 すまるしぇ収支について】 

収入      388,677 円 

支出       34,829 円 

差引      353,848 円 

 

（収入） 

項目 金額（円） 摘要 

参加料 41,000 売上の 10％ 

登録料 9,000 ＠1,000 円×9事業所 

雑収入 1,062 不明金、冬のギフト参加料端数、利子 

繰越金 337,615 （R4.3.31 時点） 

計 388,677  

 

（支出） 

項目 金額（円） 摘要 

英字新聞袋代 6,000 製作事業所（すまいる・フレンズ、ワークホーム須磨、プロペラ） 

損害保険代 2,000  

事業所一覧印刷費 5,600  

雑費 19,729  

雑損 1,500 不明金、不足補填 

計 34,829  

 

○すましあ 活動報告（※2021 年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止） 

日時 場所 参加人数 内容 

9 月 15 日（水） 

16:30～18:00 
オンライン 7 名 

すましあ実行チーム会議 

・すましあに代わる取り組みについて検討 

2 月 25 日（金） 

16:30～18:00 
オンライン  10 名 

すましあ実行チーム会議 

・イベント開催や販売方法について検討 

・事業所一覧・事業所自主製品チラシの配布方法

や活用方法について意見出し 



【成果】 

・コロナよるダメージを受けない販売方法について2022年度の開催に向けて意見出しすることができた（例

えば、色々な事業所の商品を組み合わせた「すまいんど限定セット」を作り、通信販売してみる等）。 

 

【課題】 

・大きなイベントを実施するとコロナ感染リスクも伴うため、イベントとしての開催は悩ましい。 

・自主製品のチラシは購買だけが目的ではないが、一方で購買につながることを考えていく必要はある。 

 

【2023 年度に向けて】 

・新型コロナの感染対策を十分にとりながら、すましあの開催に向けた準備を行う。 

・コロナよるダメージを受けない販売方法や基盤など、今だからこそできることを改めて考えてみる。 

・事業所一覧・事業所自主製品チラシの活用について検討していく。 

 

 

 

○冬のギフト 活動報告 

日時 場所 参加人数 内容 

9 月 2 日（木） 

16:00～17:30 
オンライン 7 名 

冬の特選ギフト実行チーム会議 

・スケジュール、チラシ作成、役割分担について 

10 月 6 日（水） 

16:30～18:00 
須磨区役所 7 名 

冬の特選ギフト実行チーム会議 

・日程、場所、情報シート、チラシについて 

12 月 8 日（水） 

16:30～18:00 
オンライン 8 名 

冬の特選ギフト実行チーム会議 

・申し込み状況、当日の動きについて 

3 月 3 日（木） 

16:30～18:00 
オンライン 7 名 

冬の特選ギフト実行チーム会議 

・今年度の振り返り 

・来年度に向けた体制等について 

 

【成果】 

・前年度より売上が増加。売上は、574,500 円(前年度より、23,500 円(4％)増加)。 

・売上増加の要因として、学校でのパンフレットの配布等宣伝の効果と、これまでの実績等が挙げられる。 

・参加が 2事業所増えた。その結果、参加費を 2,000 円に抑えることができた。 

・前年度までの実行チームの経験等があり、スムーズに実行できた。 

 

【課題】 

・領収書に関する対応(希望者への受け渡し等)。 

・受け渡し時刻に来られなかった方への対応。 

・集計等、各担当の役割の詳細等がわからなかった。 

・申し込みの方法が、電話か FAX となっており、他の申し込み方法も追加できないか。 

 



【2022 年度に向けて】 

・実行チームは継続を予定。 

・申込書の項目に、「領収書が必要かどうか」、「連絡先」等を追加してはどうか。領収書が必要な場合は、

商品といっしょにお渡しすることも可能。 

・受付表について、五十音順で一行おきに色分けするとよりスムーズに確認できる。 

・申し込み方法について、電話と FAX 以外(例えばメール等)の方法も検討。 

・参加費の領収書を発行する際の発行元をどこにするか。 

・来年度のアンケートは、冬のギフト終了後すぐに配布し、直近の会議で集計の結果等を共有する。 

 

○総括（2022 年度に向けて） 

『すまるしぇ』『すましあ』『冬のギフト』の活動を柱としながら、コロナ禍における販路拡大や広報活動

の方法を引き続き検討する。 

 

 

須磨のお土産物販売（自主製品の販売拡大）  

・恒例の大丸須磨店での障がい福祉サービス事業所の自主製品販売会については、2020 年度からは新型

コロナウイルスの影響により開催していない。（2019 年度は 2 回実施） 

・2012 年から障がい福祉サービス事業所と須磨観光協会が連携して開発した「須磨のお土産」の販売 

を「シーパル須磨」で行っていたが、2021 年 3月末に閉館した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


